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・秋田県産米の水銀含有量について

秋田県衛生科学研究所斉 藤 ヽヽ キ

Iはじめに
晨薬としての有機水銀剤がイモチ病防除に卓効

があるのみならず稲の種子や土壌の殺菌消毒に広

く使用されて来ていることはいうまでもないが．

水銀剤が植物体に附着または浸透し．食品として

の米に残留することが知られ、最近食品衛生上大

きな問題となつて来た。従つて昭和41年 5月発

晨林事務次官通達によると．種籾の消毒以外には

水銀剤使用を見合わすよう指導が行われて来たが．

一挙に使用中止に踏み切れなかつたことはそれぞ

れ理由のあったことと推定せざるを得ない。

昭和86年来 44年に至る 9年間に水銀剤の年

度毎の使用量並びに水稲作付面積を示すと表 1の

とおりで．4,1年度以降使用量の漸減を示してい

るが，皆無とはなつていない現状である。

表 1
＇ 秋田県における水銀剤（晨薬）

使用量の年次的推移 単位：ton

年次 粉 剤 液剤
種 水 冒作
消毒用 付積ba

呵p6 8825 21 4 114,00cfla 

8 7 27 52 8 4l 11生200

88 4447 85 6 115,300 

8 9 2781 7 8 6 116,000 

40 360 9 48 4I 116.B 00 

41 2141 41 4 117,600 

42 1879 19 4, 118,600 

43 160 6 4 120.600 

44 66 

゜
4 12 3.300 

同 A -1 野 宏

同 芳 賀 義 昭

晨薬としての水銀剤は主成分酢酸フエニール

水銀で．粉剤と液剤とが使用せられた。

液剤使用の場合には 100ml/10a程度

に．粉剤ならば8k9/loa程度に年数回散布

されたものである。種籾消毒用水銀剤の数量は

年次による差は殆んどなく．昭和 88. 8 9に

やや多かつた状況である。しかしそのいずれに

しても水銀剤使用量が減少すれば．したがつズ

米粒中の水銀量も減少するものと推定されるが．

表 1に示したとおり．水銀剤使用量が昭和48

年度には 160t,44年度僅か 66 tに過ぎ

ないが．産米中にその状況がうかがえるものか

どうかを知るぺく調査を行つたo

Il 調査試料

調査の対象地区としては水稲の多収穫地と認め

られている地区のうちの．次の 8地区であつ1t.。

県中央地区 南秋田郡昭和町山田

II 由利郡金浦町大竹

県南地区 大曲市内小友大島

上掲の地区において昭和48年度分試料として

は同年度産出で晨家に貯蔵されてあつたものを白

米と玄米と糠とを別々に入手したものであるが．

44年度分順料としては同一地区産米を籾のまま

入手して．当方において脱穀．揚精を行つ1t。

ただ頃の品種としては．レイメイ．サワニツキ

ササニツキなど各々地区において選定したので．

検体数としては 54検体であつたo



、9‘

ー

・ー16 8-

水銀定量法は昭和 38年．衛生試験法中の晨薬

試験法．有機水銀製剤．「穀類．野菜および果実

ヰの水銀の定量」の項に依つたもので．つまり試

料中の水銀を無機水銀としたのちジチゾンによる

比色定量を行い．値を総水銀量として求めた。

試料の分量は水洗を行わない白米．玄米ならば

各々 20'l,糠tらば10'lであつた。

表 2 昭和48年度産米水銀含有量

屑試験成績

昭和48年度産米および44年度産米について

得られた成績は表 2および表8に示した。また上

掲 8地区における白米．玄米．糠については平均

値を併せ示した。

H9: PPm 

採取ー地一点 品 種 白 米 玄 米
I 

糠． i 

大曲市内小友大島 A レイメイ 0.0 4 8 0.0 4 2 0.0 I 2 

’ B ” 0. 0 4t 2 0.0 19 0.0 2 8 

’’ 
C 

” 0.0 0 4 0.0 1 7 0.0 5 0 

乎均 0.0 3 1 0.0 2 6 0.0 3 0 

南秋田郡昭和町山丑 D サワニシキ 0.0 2 5 0.0 4 2 0.0 4 0 

＇ E H o.o 1 4 0.0 5 0 0.0 7 8 

’ F ” 0.0 1 6 0.0 2 7 0.0 7 8 

乎均 0.0 1 8 0.0 4 0 0.0 6 5 

i 由利郡金浦町大竹 G ササニツキ o.o O 8 0.0 5 6 0.0 9 2 

” H ” 0.0 0 0 0.0 0 6 0.0 8 8 

” I ” 0.0 2 7 0.0 1 5 0.0 5 8 

乎均 0.0 1 2 0.0 2 6 0.0 8 0 

総 平 均 0.0 2 0 0.0 3 0 0.0 5 8 

表8 昭和 44年度産米水銀含有量

H'I : PPm 

採取 点一 ぷ 種 白 米 玄 米 糠

大曲市内小友大島 A V イメイ 0.0 3 1 o.o O 2 0.0 6 7 

” 
B ” 0.0 2 5 0.0 8 5 0.0ク8

“ C ，， 0. 0 0 6 0.0 3 7 0.0 7 1 

平均 0.0 2 1 0,0 4 1 0.0 6 2 

南秋田郡昭和町山田D レイメイ 0.0 1 5 o.u 6 7 0.1 3 0 

II E サワニンキ 0.0 11 0.0 7 1 0.0 5 5 

II F レイメイ 0. 0 0 9 0.0 5 2 0.0 92 
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採 地て点ー・ 品 種 白 米 玄 米 糠

乎均 0.0 1 2 0.0 6 8 0.0 9 2 

由利郡金浦町大竹 〇 ササニシキ 0,0 6 1 0.1 3 5 o. 2 7 6 

H ’ 0.0 0 9 0.0 7 6 0.1 5 6 

I II 0.0 3 2 0.1 1 4 0.1 1 4 

平均 0.0 3 4 0.1 0 8 0.1 8 2 

総 乎 均 0.0 2 2 0.0'11 0.11 2 

IV 考 察

白米中の水銀量は昭和48年度産米では0.000

ー0.04 8 PP mの範囲で．平均0.0 2 0 PP m 

昭和44年度では0.00 6~0.0 6 1 PP m．乎

均0.02 2 P Pmであつた。同様に玄米では 48 

年が0.0 3 1, 4 4年度では0.07 1 PP mで、

44年度に多く．また糠では．． 43年度総乎均

0.0 5 8, 4 4年度では0.112 PP mと44年

度に断然測定値が高かつた。従って表1に示した

使用量の多少と相反するかに見えるが．しかぱ良

1の数値は全県の使用量を示したもので．検体採

取の地区のみのものではない。もしも正確を期す

ならば年度における地区別使用量を求めなければ

ならない。

次に白米．玄米．糠の 8者のうち食生活に直接

関係するものは白米である。この白米中に含まれ

る水銀量について報告した文献は少なくはない。

例せば佐藤彰らは米糠では2.800PPm,白米

中では0.30 0 PP mであつたことを報告し．

河村太郎らは玄米中の水銀含量を 0.0~0.34 

PP m •であつたことを報告している。また丹川

義彦は道産米のうち白米中の水銀量は0.02 PPm 

稀れに0.0 3 PP mであったことを報告している

が．玄米中のものはもちろん多量で．最も多いも

のはササホナミで 0.97 PP mであつたという。

従つて秋田産米中の水銀の存在は確認はされたも

のの．他と比較した場合必ずしも多いとはいえな

いものと思ぅ。

V 結 語

調査地域数が少なかつたので得られた成績は秋

田県を代表するものといえないが．水銀そのもの

の有毒性を考えるときは当然含有しないことに越

したことはないのであるし．今後米の中に水銀を

含有しないような方策が請ぜらるべきであると考

える。

最後に試料入手そのに御協力を賜わった県晨産

普及課および各地区晨業普及所の各位．並びに試

料を快く提供下された方々四厚く御礼申し上げま

す及 ．献
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